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比較用「学校楽しぃーと」の使用について 

■ 保存 

  ダウンロードしたら，個別のパソコンに保存名を入力してから保存してください。 

 

１ マクロの設定 

エクセルでマクロを使えるようにするためにはマクロが使えるように（マクロを有効に）設定をす

る必要があります。※画像は Excel2016です。 

（１） 「ファイル」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） オプションを選択します。 
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（３） 「セキュリティセンター」の「セキュリティセンターの設定」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４） 「マクロの設定」の「すべてのマクロを有効にする」を選択して「ＯＫ」を押して終了です。 
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２ 基礎データーの入力について 

（１） 学年，組を入力してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 出席番号，氏名，性別を入力してください。 

（３） 調査を実施した「年」「月」「日」を入力してください。 

 

３ データーの入力について 

（１） データーの入力は「直接入力」のシートか「ボタン入力」のシートかどちらかを選んでくださ

い。 

 

（２） 「ボタン入力」はタブレットでの入力も可能です。 

 

４ 「直接入力」のシートでの入力について 

（１） 最初に入力するデーターは，Ａ65に出席番号を入力し，B65 のセルから児童生徒の回答を入力

してください。         ※ 出席番号順に入力する必要はありません。 

 

 

 

 

 

（２） 全ての入力が終わったら，『集計表へ貼り付け（すべてのデーター入力後）』のボタン を 

押してください。データーのすべてが「集計表」のシートに転送されます。 

（３） データーを全て消したい場合は，「すべてを消去」のボタンを押してください。ただし，このボ

タンを押すと，データーの復元はできませんので注意してください。 

（４） 「直接入力」の場合，「ボタン出力」のシートは使用しません。次の作業は「集計表」のシート

になります。 
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（５）  「集計表」のシートを選択すると，以下のような画面になります。 

（６）  データーは「ボタン入力」シートから転送された回答が表示されるようになっていますが，

（６），（７），（８），（14），（20），（26），（27），（28）については，数値が低いほど望ましい状

態であることから，本人の回答値を換算するように設定しています。 

※ ４→１，３→２，２→３，１→４の換算値で表示されます。 

（７）  データーの変更がある場合は，ココの表 に直接入力してください。変更は可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

（８） 「出席番号に並び替え」のボタン を押すと出席番号順に並び変わります。 

（９） 右の隠れている画面は，以下のような画面になっており，各観点の合計値が表示されるように

なっています。 

 

 

 

 

 

 

（10） 各数値の人数 ，平均値は「男子」「女子」「全体」 で表示するようになっています。 

 

 

 

 

 

 

 

（11） 集計表は印刷できますが，Ａ４印刷は小さいため，Ａ４⇒Ａ３（Ｂ４）に拡大して印刷してく

ださい。 

（12） 😄表示の集計表も印刷するように設定していますので，不要な場合は印刷範囲を設定し直して

ください。 
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５ 「ボタン入力」のシートでの入力について 

（１） 「入力」のシートを選択すると，以下の画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 出席番号 を選択します。   

（３） 個人の回答を見ながら，選択している番号を入力 してください。 

    ※ 未記入の場合は「無回答」を選択できますが，無回答の換算値は「０」となります。 

    ※ 出席番号順に入力する必要はありません。 

（４） １～28の回答を入力した後は，右上の「データー表入力ボタン」を押してください。 

このボタンを押すと，「集計表」のシートにデーターは転送され，すべてリセットされます。 

※リセットは「３」の値を選択するように設定されています。 

（５） ボタン出力」のシートを選択すると，以下のような画面になります。 

（６） データーは「ボタン入力」シートから転送された回答が表示されるようになっていますが，（６），

（７），（８），（14），（20），（26），（27），（28）については，数値が低いほど望ましい状態である

ことから，本人の回答値を換算するように設定しています。 

※ ４→１，３→２，２→３，１→４の換算値で表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７） データーの表示を確認した後，「集計表へ貼り付け」ボタン を押して ください。データー  

のすべてが「集計表」のシートに転送されます。 

（８） 「すべてを消去」のボタンを押すと，データーは消えてしまいます。 データーの復元はでき

ませんので注意してください。 
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（９） 「集計表」のシートを選択すると，以下のような画面になります。 

逆転項目である（６），（７），（８），（14），（20），（26），（27），（28）の回答は数値が変換して

います。 

（10） データーの変更がある場合は，ココの表 に直接入力してください。変更は可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

「出席番号に並び替え」のボタン を押すと出席番号順に並び変わります。 

（11） 右の隠れている画面は，以下のような画面になっており，各観点の合計値  が表示されるよ

うになっています。 

 

 

 

 

 

 

（12） 各数値の人数  ，平均値は「男子」「女子」「全体」 で表示するようになっています。 

 

 

 

 

 

 

 

（13） 集計表は印刷できますが，Ａ４印刷は小さいため，Ａ４⇒Ａ３（Ｂ４）に拡大して印刷してく

ださい。 

（14） 😄表示の集計表も印刷するように設定していますので，不要な場合は印刷範囲を設定し直して

ください。 
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６ 「『学校楽しぃーと』個票」のシートについて 

（１） 確認したい出席番号を指定 してください。全てデーターはリンクしていますので自動で表示

が変わるように設定されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 個別印刷（指定した児童生徒のみの印刷）は，通常の操作で印刷してください。  

 

（３） 連続印刷（例：出席番号１～40 の 40 人）の場合は，以下のように，開始番号の欄に「１」， 

終了番号の欄に「40」を入力してから，「連続印刷」のボタン を押してください。 

 

 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 出席番号が途中で途切れる場合（１～20，31～45）は，以下のように番号を区切って印刷して

ください。 
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７ 「『学校楽しぃーと』学級票」のシートについて 

（１） 「学級票（度数分布票）」のシートを選択すると，以下のような画面になります。各観点と下位

項目の平均値（小数第 1位）と，前の回と比較した差を表示  するようになっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 下位項目は各回の平均値 と，４＝😄，３＝😊，２＝😢，１＝😭の回答の度数分布と増減 を

示す値が表示されます。 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３） 印刷は，枚数が 2 枚になりますので，両面印刷にするか片面印刷にするかを判断して印刷して

ください。 
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（４） 学級票（下位項目評価表）は，各個人の😄 😊 😢 😭の個数が一覧表で確認できる学級票になり

ます。印刷する前に，気になる児童生徒はチェック欄に☑ をして印刷してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５） 印刷は出席番号１～42番で設定していますので，範囲を確認して印刷してください。 


